
 1 

 

 

 

総合型選抜面接重視型を受験しようと考えているみなさんへのヒントです。 

プレゼンテーションの準備の参考にしてください。 
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出願までの準備（全体） 

 

・読書（特に法や政治に関する本）やニュースチェックは日頃からの習慣に！ 

 プレゼンテーションのヒントを探そう！ 

 

・出願準備は早めにスタートしよう（２か月くらいかけるつもりで） 

 

・「重要評価点」をしっかりと読み込もう 

 「重要評価点」には高評価を得るためのヒントが書いてあります。 

はっきり言って、読まないと損です！ 

 

・「重要評価点」のポイントをクリアしよう 

 一般入試では問題は当日にならないと分かりませんが、総合型選抜では「重要評価点」を

熟読すれば事前に何をすべきかがわかるようになっています。第一次選抜まで常に「重要評

価点」を意識して、ポイントのクリアを目指してがんばりましょう。 

 

・申請書（エントリーシート）は万全に 

 面接官はみなさんに直接会う前に申請書に目を通しています。これで「第一印象」が決ま

ると言っても過言ではありません。良い印象を与えられるように、空欄を少なく、分かりや

すい文章で書くことを心がけてください。 
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プレゼンテーションの下準備 

 

・まずはテーマを決定しよう 

今年度のテーマは、 

・「政治における AI 活用の課題とその解決策」 

・「冤罪救済のための再審制度のあり方」 

 の２つです。どちらかを選んでください。 

 

・テーマを具体化しよう 

 テーマを選択したら、そこから問題点を具体的にしてみましょう。 

 たとえば、「政治における AI 活用の課題とその解決策」では、まず課題を何にするか。

もちろん課題は１つではありませんので、みなさんがご自身で設定する必要があります。

そして、解決策もまた１つとは限りません。どのような解決策があるのか自分なりに具体

的に考えてみましょう。 

 

・資料収集しよう 

 具体的な内容が決まったら、必要な資料を集めましょう。 

資料を集めるためには・・・図書館を活用しよう！ 

図書や新聞など多くの資料が探せます。 

 ＊ネットだけの情報は危険   ネットは上手に使おう！ 

信頼性の低い情報、偏った意見もあります。必ず記事を比較するようにしましょう。 
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プレゼンテーション原稿の作り方 

 

・報告型のプレゼンテーションにならないように 

 総合型選抜面接重視型のプレゼンテーションでは、面接官は問題に対するみなさんの考

えを聞きたがっています。「〇〇について調べてみたら▲▲という結果でした」という報告

型ではあまり良い評価をしてもらえません。「●●が問題だと考えました。調べたところ＊

＊ということがわかりました。そこから私は★★と考えました」というように、自分の考え

を述べるようにしてください。 

 

・問題を設定しよう 

 なぜそのテーマにしようと考えたのか。問題意識を明確に示してください。重要なのは、

どんな問いを立てたのかということです。 

 

・集めた資料を読んで分析しよう 

 資料（本や新聞など）を読んで、自分なりの視点で分析して、テーマに関する多様な意見

をまとめましょう。 

 

・自分の意見を忘れずに 

 まとめた意見などをもとに自分の考えを出してみよう 

 結論が賛成や反対などの場合にはその理由を面接官にわかりやすく説明してください。 

 独りよがりの結論にならないように自分とは違う意見に接することも大事です。 

 

・当日の資料は自由に作成して大丈夫 

 電子機器は利用できませんのでご注意を！ 

 プレゼンテーションの方法は自由ですが、時間厳守（５分程度）でお願いします。 

５分のプレゼンテーションでは 1000 字程度が目安になります。 
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プレゼンテーション対策（当日までの準備編） 

 

・原稿のチェックを忘れずに 

 「完成したのでもう終わり」・・・はい、気持ちは分かります。が、必ず推敲しましょう。

テーマは明確ですか？問題提起と主張は一致していますか？問題提起と結論は対応してい

ますか？主張の根拠は示していますか？もう一度確認してみましょう。 

 

・先生や家族を相手に模擬プレゼンテーションをしよう 

ⅰ時間の感覚をつかむ 

５分は思いの外短く感じます。時間内に終わるように話す速度の確認は必要です。 

ⅱ内容を確認してもらう 

間違いや不十分なところを指摘してもらうことも大事です。自分では気づいていないこ

とがあるかもしれません。 

 ⅲ慣れる 

当日に緊張することが少なくなるでしょう。 

＊同じことは「面接」にもあてはまります。 
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プレゼンテーション対策（当日編） 
 

・資料を面接官に提出 

 面接官用に２部用意してください。 

 

・面接官に伝わるように！はっきり、ゆっくり、くっきりがポイント！ 

 マスクをしていますので、モゴモゴ喋ってしまうと聞き取れません。はっきりと話すこと

を意識してください。 

 緊張しているとは思いますが、落ち着いて早口にならないように！ただし、制限時間は順

守でお願いします（５分程度であれば、通常の速度で読める文字は約 1000字です）。 

 

・質疑応答は誠実に 

 質問がわからないときは、そのまま答えずに、面接官に確認しましょう！ 

「質問の内容が理解できていないな」、「質問とかみ合わない回答だ」と思われてしまうとマ

イナス評価になってしまいます。 
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面接対策 

 

・面接前に「重要評価点」を確認しておこう 

 面接は主に申請書（エントリーシート）や「重要評価点」に関して質問します。自分で書

いた内容を忘れた！なんてことのないように    

 

・面接はプレゼンテーション終了後に２０分程度で実施 

 「面接重視型」ですので、プレゼンテーションだけではなく、面接も評価には大きく影響

します。プレゼンテーションの準備だけでなく面接対策もしっかりと！ 

 

・質問には正面から答えよう 

 難しい質問はあまりありません。聞かれたことに率直に答えてください。分からない場合

にも焦る必要はありません。聞き直してもらって構いませんし、分からない場合には分から

ないと答えてください。勝手に自分の都合で答えてしまうと逆効果になってしまいます。 
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最後に 
 

・面接試験での評価の優劣はなんと言っても事前準備にかかっています。受験を

決めたみなさんはすぐにでも準備を始めてください。 

 

・入試説明会やオープンキャンパスがあれば、積極的に利用して多くの情報を収

集してください。惜しみなく情報提供します！ 

 

・読書や新聞を読む習慣を身につけておきましょう。プレゼンテーションの準備

には欠かせません。 

 

・総合型選抜は一芸入試ではありません！「重要評価点」を熟読すると分かりま

すが、やる気、熱意や部活動の実績をアピールしただけでは高評価は得られませ

ん。やる気や熱意はプレゼンテーションや面接の受け答えを通して面接官に伝

えてください。 

 

 

 

 

 

みなさんにお会いできるのを楽しみにしています！ 

 

 

 

 


